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研究成果の概要（和文）：本研究プロジェクトは、量的音韻知識(stochastic phonological knowledge)を研究
する実験音韻論の研究基盤の構築のためのデータベースを作成することを目的としたものである。既存のコーパ
スから得られたデータから理論化を行うと同時に、無意味語を用いた音韻実験や音声学的実験に基づくデータに
よってその対応関係を検証し、母語話者の音韻的文法の量的側面を明らかにすることを目指し、最終的には、音
韻実験的アプローチにとって不可欠である言語情報を多くタグ付けされたコーパスを、プログラミングの知識の
ない研究者でも使える形で作成することを目指した。

研究成果の概要（英文）：This project aims at constructing databases for the basis of  experimental 
phonology.  Experimental Phonology is a general approach for explicating "stochastic phonological 
knowledge" using phonological experiments.  While building a theory using the linguistic corpus 
available, we investigated the stochastic aspects of the phonological knowledge (phonological 
grammar) of the native speakers.  In order to achieve the goal, we conducted phonological 
experiments using nonce words and collected phonological data by phonetic experiments.  We also aims
 at constructing a phonological corpus with tags on the linguistic (phonetic/phonological) 
information.  Such corpus will be essential for the experimental phonological approach.  We hope 
that such corpus will be easily manipulated even by the researchers with no or little knowledge of 
programming. 

研究分野： 音韻論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
1990年代から実験音韻論という分野が確立し、国際学会が隔年で開催され、正式な学術雑誌も登場するに至っ
た。音声工学や心理学などの近接分野との学際的研究も活発化させてきている。インターネットの発達により実
験の被験者を集めることが容易になり、Praatなど実験を容易にするソフトウエアも増えつつある。本研究プロ
ジェクトでは、実験音韻論的研究を推し進めるための理論的基盤を整備し、音韻実験・音声実験に基づくデータ
ベース・コーパスの構築に向けての基礎的研究を行い一定程度の研究成果を得ることができ、今後の実験音韻論
分野のさらなる発展に寄与するものと言える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 生成文法の古典的手法では (a) 文法的・非文法的の二項対立のみに基づいて、(b)主に研究者
の直観に基づき、(c)少数の代表的な例のみに基づいて一般化を行って文法理論を作り上げる。し
かし、近年以下の二つの問題を背景に、コーパス解析や実験を使った定量的音韻論(Quantitative 
Phonology)・実験音韻論(Laboratory Phonology)という手法が世界的に主流になりつつある。 
 第一に、 言語現象、特に音韻現象は、完全に文法的・非文法的の二項対立であるわけではな
く、常にあるパターンに当てはまらないものが存在する。例えば日本語の連濁にも例外があるし、
英語の短母音化も常に生じるとは限らない。また可能なオプションが複数あるような場合には、
そのオプションの間に偏りが見られることが多い。例えば英語の強勢も日本語のアクセントも、
後ろから２番目より３番目の音節・モーラにあるものの方が多い。定量的音韻論・実験音韻論で
は、その典型がどれくらい一般的なのか、という「量的音韻知識(stochastic phonological 
knowledge)」について捉えることか可能になる。 
 第二に、言語理論の更なる強化のために、観測された一つの事実を分析するだけではなく、関
連する別の事実を予測することが期待される。定量的音韻論・実験音韻論では無意味語を使った
実験を行い、量的音韻知識の検証や、ある音韻現象の生産性の検証などを行うことができる。 
 近年、海外ではテクノロジーや理論の発達によって実験音韻論が台頭して来ている。第一要因
として、データ収集の問題については OED の電子版や Celex, Carnegie Melon University 
Pronunciation Dictionary などのコーパスが作られ、量的な研究を行うことが比較的容易にな
ってきた。一方理論化の問題についても主に最適性理論の分野で、確率論的 OT (Boersma and 
Hayes 2001)などを代表として量的なパターンを捉えられる理論が次々と提唱され、盛んに研究
がおこなわれ始めている。 
 また、1990 年代から実験音韻論という分野が確立し、国際学会が隔年で開催され、正式な学
術雑誌も登場するに至った。音声工学や心理学などの近接分野との学際的研究も活発化させて
きている。インターネットの発達により実験の被験者を集めることが容易になり、Praat など実
験を容易にするソフトウエアも増えつつある。 
 
２．研究の目的 
 本研究プロジェクト「データベースと音声実験に基づく音韻知識の計量的・実証的研究」は、
量的音韻知識(stochastic phonological knowledge)を研究する実験音韻論の研究基盤の構築のた
めのデータベースを作成することを目的としたものである。既存のコーパスから得られたデー
タから理論化を行うと同時に、無意味語を用いた音韻実験や音声学的実験に基づくデータによ
ってその対応関係を検証し、母語話者の音韻的文法の量的側面を明らかにすることを目指し、最
終的には、音韻実験的アプローチにとって不可欠である言語情報を多くタグ付けされた言語学
的に有用なコーパスを、プログラミングの知識のない研究者でも使える形で作成することを目
指した。 
 
３．研究の方法 
 上述の(「研究開始当初の背景で述べた」)世界的動きに対して、日本語の音韻現象に関しては
十分な実験が成されていない。よって本研究では、定量的音韻論・実験音韻論の門戸を日本に広
げるため、実験音韻論に必要である日本語・英語のコーパスを構築する（「多情報・多角検索型
コーパス」）。このコーパスには言語分析に必要な言語情報を多く取り込み、またプログラミング
の知識がないものにも検索が可能な機能を付ける。また実験を通し、日本語音韻現象の量的な情
報を含むデータベースを作り、 多情報・多角検索型コーパスとの相互検索を可能にする。最終
的に、本プロジェクトにより、日本における実験音韻論の基盤を構築することを目指した。 
 
４．研究成果 
 研究組織の縮小に伴い、当初の目標をすべて達成できた訳ではないが、残されたチームにより、
相当の成果を得た。[松井理直] 音韻知識の定性的な面と定量的な面を統一的に捉える枠組みと
して藤村靖氏の提案された「C/D モデル」を用い，実証的なデータとしては各種の生理学的手法 
(エレクトロパラトグラフィ，光学的グロトグラフィ，ナゾメータ−，呼気流量計など) を用いて
日本語の促音・撥音・母音無声化といった現象について研究を行った．[北原真冬] 日本語を対
象として、(1) データベースにおける対立および近傍の精密な測定、(2) 発話コーパスにおける
促音に関わる対立の時間長、(3) 同コーパスにおける有声・無声の対立における VOT、といった
項目について、調査・実験を行なってきた。[佐野真一郎] 実際の言語使用において日本語の音
韻現象がどのような振る舞いを見せるかを記述し，その振る舞い方に影響を与える要因を特定
することを目的とした。この目的のため，従来広く行われてきた辞書や内省に基づく定性的な手
法ではなく，実際の言語使用に関する大規模データを調査することで，これまでに目配りのされ
ていない新たな側面が明らかとなった。具体的には，「日本語話し言葉コーパス」などの大規模
自発音声コーパスに収録される実際の発話データを用いて，当該の音韻現象に影響を与え得る
要因の効果を数量的に検証し，更に新たに得られた知見に基づき，条件の統制を行った実験環境
において特定の要因の効果を検証した。[竹安大] 長音の知覚に F0 変動がどのような影響を与
えるのか、また、その影響の度合いが語内の位置とどのような関係にあるかを調べる研究を行っ
た。3音節語の母音の音韻的長短の知覚と F0 変動の関係について、音声知覚実験を行った結果、



いくつかの点(長音の知覚が F0 の変動に影響を受けることなど)が明らかとなった。また、長音
と促音の知覚における隣接要素間の持続時間の影響を調べるための研究を行った。2音節語の第
1音節母音とそれに後続する子音について、音声知覚および音声産出実験を行った結果、いくつ
かの点(長音の知覚が後続子音の持続時間に影響を受けることなど)が明らかとなった。[川原繁
人]様々な音韻現象に関する音韻判断実験を行い、定量的なデータを得た。対象とした現象は、
連濁、促音の無声化、音象徴などを含む。これらの実験に共通する大きなテーマの一つは、これ
らの現象は生産的であるか否かという問題であった。この問題を再吟味することは、これらの現
象がレキシコン内部のみで成り立つパターンであるだけではなく、真に音韻的なものであるか
を問い直すという意味で大事な課題であったと言える。どの現象に関しても、無意味語での生産
性が確認され、また連濁や無声化現象においては、OCP との相互作用も無意味語で成り立つこと
が分かり、これらの現象が音韻的であるという証拠の一つとなった。また、この研究を一歩先に
進めて、音韻判断実験を行う場合、どのような実験フォーマットが有効かという問題も吟味した。
また、日本語の音声における時間長の特徴を、様々な角度から定量的に分析した。特に、Corpus 
of Spontaneous Japanese では大量の音声データが収録されており、このデータを再分析するこ
とで、過去日本語の音声特徴として実験的に検証されてきた一般化を、自然発話のデータを基に
再吟味した。[本間猛]日本語と英語の音韻構造に関して、データベース、CMUdict を用いて、英
語の音節の構造について考察した。また、言葉遊びの「ノサことば」を用いて、日本語のアクセ
ントなどの表示に関して、考察した。さらに、混成語とされている単語の中には、本来混成語と
見なすべきではない単語が含まれており、それらの中には、新たに生み出された接尾辞が関わっ
ている可能性を示唆した。[三間英樹]国立国語研究所の連濁に関するプルジェクトと協力し、苗
字に見られる連濁に関する二つの法則性(杉藤の法則、ライマンの法則)に関して、新たな知見を
得た。[PINTER, Gabor]歯擦性(sibilant)の表示について実験的方法により、新たな知見を得た。
また、日本語の子音の表示についても、実験的な方法に基づく、分析を示した。 
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